Tile Automatonによる代謝系生成への考察(生命・進化・ゲーム,基研長期研究会「複雑系4」) by 山本, 知幸
Title Tile Automatonによる代謝系生成への考察(生命・進化・ゲーム,基研長期研究会「複雑系4」)
Author(s)山本, 知幸








































































































































?? ? … … 』 ?? …
?
…?
?… … ? ? … …
?
? … ? … …
? ?
? … ?? … ?? ? ? … ?? ? ? … ?? … … ?β生』t)7IJl.1eJ
il.r:tJ)()l■lO.tlIT.01? ? ? ? ??
l)f)71)LO.01TIO.0)1■l●.1丁…-川El耳…好例二
? ? … ???… … ? ? ?
?
? …
?… …』? ? ? … 『
? ? ?? ? ??
? ? ?






…匡良川.5『川Fi)田…同『川EP屯…『品川Eg…』･h品川同中』EF? ?】 ? ??? ? ??『
? ? ??? ?川中『…EF』甲-2
? ? ? ?』
川凹…』同可『






?? ?? ?… ?
? ?
…EZh川P甲? ? ?




? ? ?? ??
『? ?
…♂川-瑚川E伊…』? ? ?? ? ???
? ??
MtF』
? ? ?? ?
?川品川『?? ?MEZTI
? ??? ??【 ?
図3:時刻 17におけるスナップショット｡最も大きい4つのタイルを枠外に抜き出してある｡
パラメータはT,-0.01,Tw-0.02,n,=10.
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図 4:タイルの質量の度数分布(片対数)｡図3と同じものを､時刻を変えて表示してある｡各スナッ
プショットに､サイズ20付近に分布のギャップがあることに注意｡
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図 5:unitの例｡a)中心部のcore､b)coreにarmが付いてunitになるC)同様なcoreをもつunit
の例(fam ily)､d)unitが重合してjointgrowthを起こす
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4 おわりに
分解と言う機肯帥号余りにも強いためか､ここでは ｢成長｣以外の機能は現れていない.それは我々
の見方と言う問題もあるが､境界条件の決め方などモデルの道具立てとしての ｢装置｣の構造の問題
であろう｡いたずらに間蓮を複雑化させる事には意味は無いが､生命の起源や進化のような､モデル
自体が発展しなくてはいけない場合には複雑な装置が要求される｡
ここでいう装置とは､例えばjointgrowthのような機能が形成された時に､その機能を捉えて､
明確な差異として日に映るように引っ張りあげる仕組みのことである｡このモデルにおいては､対抗
すべき機能が ｢分解｣なので､ ｢伸びる｣機能が顕在化していると言えるが､もし他の機能が潜在的
に存在するとしても､それを調べる手立てが無いのである｡モデルの内部にある情報論的複雑さとし
ては､組合せ開港はかなりの複雑さを持っているのであるから､タスクの与え方/装置の構成によっ
て､機能を引き出す事は可能であるが､そのための技術を我々はまだ具体化出来ないでいる｡
実際の代謝系のネットワークが複雑なのは､一続きの反応系では脆弱であるというだけでなく､
副産物をも資源として活かして効率を上げなくてほならないということもあるし､別のローカルなネッ
トワークとの干渉によって別のループが必然的に出来てしまうと言う事もあるだろう｡ また､反応し
ないものがある場合でも､その存在自体によって濃度が変化するとかの副次的な意味が顕在化するこ
とも考えられる｡化学反応という局面だけでなく､物理的な面など複数の局面が絡み合って一つの複
雑かつ強力なシステムを構成しているように思える｡
我々の作るモデルでは､副作用や副産物はモデルの機能を解体するのみであるが､生体内では創
造的な作用もするのではないかと考えている｡それは､モデルの主要部の記述の複雑さというよりも､
境界条件や初期条件､そして評価関数などといったモデルの構成の枠組自体の複雑さの問題であると
考えている｡少なくとも､自発的な発展を起こすモデルは作らなくてはならない｡例えば､ここでの
カオスの有用さとは多様性を引き出す事であるが[2ト 内部でそれを解釈するプロセスを作らないと､
多様性が ｢出ただけ｣と言うところからの発展が出来ないのである｡ 実数で記述された力学系的な複
雑さをリアルタイムにデジタルな状態の変化として反映して多様さを固定し､さらにまたその変化を
力学系に与えると言うフィードバックがTileAu.tomatonの空間が入った版の ｢装置｣であった｡そ
こから､さらに機能が発展する方法を模索している｡ TileAltOmatOnにいろいろ手を加えつつ､こ
のような事に関する考察を深めてゆこうと考えている｡
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